
ユ979年出上の木簡

大
阪
。
大
坂
城
三
の
丸

全八
橋
こ

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
大
阪
市
東
区
京
橋
前
之
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
二
月
ぞ
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
追
手
門
学
院
校
地
学
術
調
査
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
井
直
正

５
　
迫還
跡
の
種
類
　
近
世
城
郭

６
　
遺
跡
の
年
代
　
安
土
桃
山
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
阪
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
上
町
台
地
の
突
端
に
所
在
す
る
大
坂
城
は
、
天
正
十

一
年

（
一
五
八
一こ

豊
臣
秀
吉
の
築
城
に
は
じ
ま
り
、　
江
戸
時
代
に
は
徳
川
幕

府
に
よ
る
支
配
の
拠
点
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
壮
大
な
石
垣
と
二
重
の
濠
で
囲

ま
れ
た
本
丸
跡

。
二
の
九
跡
は
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

濠
の
外
側
、
す
な
わ
ち
東
西
南
北
の
各
周
辺
部
に
は
三
の
九
の
区
域
が
ひ
ろ

が

つ
て
い
た
が
、
勇
治
以
後
市
街
地
と
な
っ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

今
回
調
査
を
行
な
っ
た
の
は
、
大
阪
市
東
区
京
橋
前
之
町
に
所
在
す
る
追
手

開
学
院
大
手
前
高
等
学
校

。
中
学
校
の
敷
地
で
、
校
舎
の
改
築
に
伴
い
、
そ
の

建
築
面
積
九
九
〇
平
方

ｍ
に
つ
い
て
全
面
発
掘
を
実
施
し
た
。

発
掘
区
域
の
東
半
分
に
当
た
る
第

一
区
で
は
、
明
確
な
遺
構
は
な
か
っ
た
が

地
表
面
下
約
二
靱
に
青
灰
色
粘
土
層
が
ひ
ろ
が
り
、
こ
の
上
面
に
屋
瓦
片

・
土

器
を
包
含
す
る
層
を
検
出
し
た
は
か
、
大
小
の
石
材
が
落
と
し
込
ま
れ
た
状
態

で
出
上
し
、
現
在
の
地
表
ま
で
が
整
地
層
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
西
半
部

の
第
二
区
も
同
様
な
状
態
で
あ

っ
た
が
、
発
掘
区
域
の
中
央
に
南
北

一
〇
ｍ
。

東
西
六
ｍ
・
高
さ

一
ｍ
の
石
垣
状
の
遺
構

（
ｓ
ｘ
０
３

を
検
出
し
た
。　
こ
の

石
垣
状
遺
構
の
周
辺
か
ら
第
二
区
の
西
半
に
か
け
て
は
、
地
表
面
下

一
・
五
ｍ

の
と
こ
ろ
に
厚
さ
七
〇

釦
の
屋
瓦
片
を
包
合
す
る
責
裾
色
土
層
が
ひ
ろ
が

っ
て

い
た
。　
こ
れ
を
掘
り
下
げ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、　
幅
四
を
五
ｍ
。
南
北
六

・
八

ｍ
、　
深
さ
二

・
二
ｍ
の
杓
子
状
を
呈
す
る
土
羨

（
Ｓ
Ｋ
Ｏ
こ

を
検
出
し
た
。

内
部
の
上
は
暗
灰
色
系
の
上
層
と
黒
色
系
の
下
層
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、

上
部
に
は
金
箔
瓦
を
か
く
む
屋
瓦
片
が
充
満
し
、
こ
れ
に
混
じ
っ
て
多
種
多
様
、

し
か
も
多
量
の
木
製
品

。
陶
磁
器
片
が
出
土
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
西
北
部
に
も
、

南
北
二

・
五
ｍ
、
東
西
三

・
五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
弱
の
楕
円
形
の
上
羨

（
Ｓ
Ｋ
Ｏ

二
）
を
検
出
し
た
。　
こ
れ
ら
の
土
羨
は
、
大
坂
落
城
時
す
な
わ
ち
慶
長

・
元
和

の
役
あ
る
い
は
そ
の
前
後
に
お
け
る
整
地
に
際
し
て
、
不
用
物
を
投
棄
す
る
た

め
に
掘
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
第
二
区
で
は
、
か
な
り
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
地
表
面
下
五
ｍ
前
後
の
と
こ
ろ
に
も
遺
物
包
含
層

（下
部
包
含
層
）
が

あ
り
、
屋
瓦
片

・
木
製
品

・
陶
磁
器
片
等
が
出
土
し
て
い
る
。

本
遺
跡
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
六
点
の
木
簡
を
検
出
し
て
い
る
が
、
上
記
の

遺
構
と
対
照
す
る
と
、
第
二
区
土
羨

（
Ｓ
Ｋ
０
３

内
三
、　
同

（
ｓ
Ｋ
Ｏ
一σ
内

二
、
下
部
包
含
層

一
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容



ω
。
「＜
□
回
与
兵
衛

小
野
口
右
衛
門
尉

。
「＜

一
斗
二
閉
配
此
内
□
団

牌
『
μ
×

］
Φ
Ｘ

『
・
枷

　

〇
∞
∞

②
　
「＜
国
庵
回
物
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌Ｐ露
も
涯

ｏ営

③
。
「＜
に
国
□
□
□
　
」

。
「＜
□
□
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞聟
μア
ヽ
ｏ駕

④
　
「＜□
□
□
□〔酔濯
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
∀
μ露
∞
ｏ毬

出
土
木
簡
六
点
の
う
ち
、
墨
書
の
あ
る
の
は
右
の
四
点
で
あ
る
。
釈
文
は
、

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
に
よ
る
。
ω
は
下
部
包
含
層
、

②
は
Ｓ
Ｋ
Ｏ

一
、
①
④
は
Ｓ
Ｋ
Ｏ
二
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
ほ
か
Ｓ
Ｋ
Ｏ

一
か

ら
、
墨
痕
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の
二
点
が
出
て
い
る
。
そ
の
一
点
は
、　
三
ハ
一

×
二
七

・
五
×
二
剛
、
〇
三
三
型
式
で
、
完
形
。
も
う

一
点
は
、
九
四
×
九
×

二
剛
、
〇
三

一
型
式
で
、
上
端
の
先
端
近
く
と
下
端
を
欠
き
、　
一
見
人
形
の
よ

う
な
感
を
う
け
る
が
、
下
端
に
切
り
込
み
の
一
部
を
残
し
て
い
る
の
で
、　
一
応

木
簡
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
ほ
か
に
、
人
形
と
の
区
別
が
困
難
な
も
の
一
点
、
建
築
部
材
断
片
の

木
口
に
墨
で
黒
九
を
書
い
た
も
の
一
点
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

鞄
僑
醐
斜
難
勲
鋤

『
大
坂
城
京
橋
口
遺
跡
―
現
地
説
明
会
資
料
―
』

一
九
八
〇
年

「
大
坂
城
三
ノ
丸
跡
」

一
八
〇
）

『
大
坂
城
三
ノ
九
』

（考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
九
八
〇
年

一
九
八

一
年

（予
定
）

（藤
井
直
正
・
栄
原
永
遠
男
）

=↓i

大坂城三の九遺跡木簡出土地点図


